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二
つ
め
の
大
き
な
山

独
立
系
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
会
社

で
あ
る
「
住
ま
い
と
保
険
と
資
産
管
理
」
の
個
別

相
談
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
お
客

様
の
世
代
を
分
析
す
る
と
、「
大
き
な
山
」
が
二
つ

あ
り
ま
す
。

一
つ
め
は
、
三
〇
歳
代
前
後
の
山
。
結
婚
し
て

子
供
が
生
ま
れ
る
な
ど
家
族
が
増
え
る
中
で
、
保

険
の
加
入
、
教
育
資
金
準
備
の
着
手
、
家
が
手
狭

に
な
れ
ば
住
宅
購
入
を
検
討
す
る
ニ
ー
ズ
も
出
て

き
ま
す
。

二
つ
め
は
、五
〇
歳
代
後
半
～
六
〇
歳
代
の
山
。

定
年
退
職
を
し
て
フ
ル
タ
イ
ム
の
勤
務
を
や
め
た

後
は
、支
出
は
変
わ
ら
な
く
て
も
、収
入
は
下
が
り
、

貯
蓄
残
高
も
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
る
な
ど
、
将

来
の
お
金
の
不
安
が
生
じ
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
が
訪

れ
ま
す
。

こ
の
二
つ
め
の
山
の
時
期
を
充
実
さ
せ
る
た
め

定
年
退
職
後
に
完
全
に
仕
事
か
ら
退
く
人
も
い

ま
す
が
、
六
五
歳
の
前
後
ま
で
は
一
定
の
求
人
が

あ
る
た
め
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
な
い
仕
事
に
再
び
就

く
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
仕
事
か
ら
完
全
に
退

い
た
と
き
、
や
っ
て
く
る
の
は
「
自
由
に
使
え
る

大
量
の
時
間
」
で
す
。

あ
な
た
が
望
む
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め

に
、
六
〇
歳
代
よ
り
後
の
年
代
に
お
い
て
最
も
重

要
な
の
は
、「
自
由
時
間
」
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す

か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
あ
な
た
が
希
望
す
る
時
間
の
過
ご
し

方
の
う
ち
、
お
金
が
か
か
る
（
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
）
も
の
に
つ
い
て
は
、
余
裕
を
持
っ
て
多
め

に
見
積
っ
て
お
く
の
が
現
実
的
で
す
。

今
回
は
、
六
〇
歳
代
の
理
想
的
な
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
定
年
退
職
後
の
手
続

き
や
お
金
に
関
し
て
（
会
社
員
で
も
公
務
員
で
も
）

共
通
し
て
不
安
に
な
り
や
す
い
五
つ
の
こ
と
、

世
代
別
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
〈
第
6
回
〉

六
〇
歳
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と

定
年
退
職
後
の
五
つ
の
不
安

白鳥  光良
（株）住まいと保険と資産管理
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に
必
要
な
こ
と
は
、
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

六
〇
歳
代
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
？

も
し
、
今
あ
な
た
が
仕
事
を
し
て
い
る
時
間
が

こ
の
先
ず
っ
と
「
自
由
時
間
」
に
な
っ
た
ら
、
あ

な
た
は
何
を
す
る
で
し
ょ
う
か
？

忙
し
く
仕
事
を
し
た
後
の
一
週
間
や
二
週
間
の

休
み
な
ら
、
色
々
と
や
り
た
い
こ
と
が
思
い
浮
か

ぶ
で
し
ょ
う
。
で
も
、
一
年
、
二
年
…
終
わ
る
こ

と
の
な
い
休
み
が
あ
る
と
し
た
ら
、
何
を
す
る
で
し

ょ
う
か
？

こ
の
年
代
に
訪
れ
る
主
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、

以
下
の
通
り
で
す
。

・
定
年
退
職

・
再
就
職

・
旅
行
、
趣
味
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー

・
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
住
み
替
え

・
子
供
の
結
婚
や
孫
の
誕
生

2
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１
．
健
康
保
険

２
．
税
金

３
．
住
ま
い

４
．
保
険
（
生
命
保
険
・
医
療
保
険
）

５
．
資
産
管
理

を
順
番
に
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
一
緒
に

学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

定
年
退
職
後
の
健
康
保
険

六
〇
歳
で
定
年
退
職
を
迎
え
る
前
に
、
一
度
は

考
え
て
お
い
た
方
が
い
い
の
が「
二
つ
の
健
康
保
険
」

の
選
択
。

退
職
後
す
ぐ
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
勤
務
で
再
就
職

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
職
場
の
健
康
保
険
制
度
に

加
入
す
る
の
で
自
分
か
ら
の
手
続
き
は
不
要
で
す

が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
自
分
で
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

主
な
二
つ
の
選
択
肢
は
こ
ち
ら
で
す
が
、

（
１
）
任
意
継
続
組
合
員
制
度
に
加
入

※
退
職
日
の
翌
日
か
ら
二
〇
日
以
内
ま
で

し
か
加
入
手
続
き
が
で
き
な
い
の
で
注
意

（
２
）
国
民
健
康
保
険
制
度
に
加
入

対
象
と
な
る
方
に
は
最
も
有
利
な
次
の
選
択
肢

も
あ
り
ま
す
。

（
３
）
家
族
の
健
康
保
険
被
扶
養
者
に
な
る

そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
に
つ
い
て
、
加
入
条
件
、

お
よ
そ
の
保
険
料
の
水
準
な
ど
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
給
付
の
内
容
や
保
険
料

な
ど
を
比
較
検
討
し
て
、
自
分
に
最
も
合
っ
た
健

康
保
険
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

順
番
と
し
て
は
、
ま
ず
退
職
後
に
（
３
）
の
対

象
に
な
り
う
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

《
条
件
一
》　

三
親
等
以
内
の
親
族
で
あ
る
。

《
条
件
二
》　

被
保
険
者
に
よ
っ
て
生
計
が
維
持
さ

れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
家
族
（
被
保

険
者
）
が
勤
務
す
る
会
社
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
に
な
れ
な
い
場
合
に
は
「
二
つ
の
健
康
保

険
」
の
選
択
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、（
１
）

に
つ
い
て
は
共
済
組
合
（
健
康
保
険
組
合
）
の
事

務
局
に
確
認
を
し
て
、（
２
）
に
つ
い
て
は
、
住

所
地
の
市
区
町
村
の
国
民
年
金
窓
口
に
問
い
合
わ

せ
を
し
て
、
事
前
に
概
算
を
教
え
て
も
ら
う
の
が
、

最
も
慎
重
な
方
法
で
す
。

定
年
退
職
後
の
税
金

退
職
後
、
特
に
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
税

金
は
「
所
得
税
」
と
「
住
民
税
」
で
す
。

「
退
職
時
に
退
職
金
を
も
ら
え
る
人
」「
再
就
職

し
な
い
人
・
再
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
人
」

「
年
の
途
中
で
退
職
し
た
人
」
な
ど
は
、
税
金
に

関
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

在
職
中
の
税
金
関
係
の
手
続
き
は
勤
務
先
が
や

っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
退
職
後
は
自
分
で
手
続
き

す
る
の
が
原
則
で
す
。

（
１
）
所
得
税
に
つ
い
て

所
得
税
は
「
先
払
い
」
の
税
金
で
す
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
場
合
は
、
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
に
か
か
る
所

得
税
を
毎
回
、
支
払
い
の
つ
ど
、
勤
務
先
が
天
引

き
（
源
泉
徴
収
）
す
る
こ
と
で
、「
先
払
い
」
し

て
い
ま
す
。
こ
の
「
先
払
い
分
」
の
精
算
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
間
は
、「
年
末
調
整
」
で
行
っ
て
い

ま
す
。

税
金
の
天
引
き
の
額
は
、
年
間
を
通
じ
て
勤
務

す
る
こ
と
を
前
提
に
計
算
し
て
い
る
の
で
、
年
の

途
中
で
退
職
し
た
場
合
な
ど
に
は
「
納
め
す
ぎ
」

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

再
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
本
来
納
税
す
る
額
を
確
定

し
、
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
た
税
金
を
取
り
戻
す

に
は
、「
確
定
申
告
の
手
続
き
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

退
職
し
た
翌
年
以
降
、
五
年
以
内
な
ら
申
告
は

可
能
で
す
。
手
続
き
先
は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る

税
務
署
で
す
。

（
２
）
住
民
税
に
つ
い
て

退
職
に
関
連
す
る
税
金
の
う
ち
、｢

所
得
税｣

は「
先
払
い
」の
税
金
で
あ
る
の
に
対
し
、「
住
民
税
」

は
「
後
払
い
」
の
税
金
で
す
。「
住
民
税
」
の
金

額
は
、
前
年
の
所
得
が
確
定
し
た
後
に
決
定
す
る

の
で
、
翌
年
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
退
職
し
た
翌
年
に
は
、
収
入
が
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、「
退
職
し
た
年
の
所
得
」
に
対

す
る
税
金
を
「
後
払
い
」
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
は
「
退
職
す
る
年
に
か
か
っ
て
い
た
前
年
の
所

得
分
の
住
民
税
」
の
納
付
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？

こ
の
場
合
は
、
退
職
時
期
に
よ
り
、
支
払
い
方

法
が
次
の
二
通
り
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

4
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【
退
職
月
が
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
人
】

　

退
職
時
の
給
与
で
清
算
。
そ
の
年
度
の
住
民

税
を
一
括
徴
収
（
特
別
徴
収
）

【
退
職
月
が
六
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
人
】

　

そ
の
年
度
の
残
り
の
住
民
税
を
、
退
職
時
の

給
与
か
ら
一
括
徴
収
（
特
別
徴
収
）
す
る
か
、

ま
た
は
自
分
で
直
接
納
付
（
普
通
徴
収
）
す
る

か
を
選
択
す
る
。

退
職
し
た
年
の
所
得
に
か
か
る
住
民
税
の
支
払

い
を
翌
年
に
行
う
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
そ
の
分

を
考
慮
し
た
生
活
費
の
予
定
を
組
ん
で
お
き
ま
し

ょ
う
。

定
年
退
職
後
の
生
命
保
険
・
医
療
保
険

結
論
か
ら
言
う
と
、
定
年
退
職
よ
り
も
前
、
六

〇
歳
代
に
突
入
す
る
前
に
は
、
保
険
の
見
直
し
を

し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

六
〇
歳
代
以
降
、
必
要
性
が
薄
く
な
っ
て
い
く

保
障
は
、
主
た
る
収
入
者
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
の
「
死
亡
保
障
（
特
に
遺
族
生
活
保
障
）」

で
す
。
一
方
、
で
き
れ
ば
充
実
さ
せ
て
お
き
た
い

保
障
は
「
医
療
保
障
（
一
生
涯
続
け
ら
れ
る
終
身

タ
イ
プ
）」
で
す
。

死
亡
保
障
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
定
期
保
険
や

終
身
保
険
の
減
額
や
解
約
を
す
る
こ
と
は
、
定
年

退
職
後
で
も
特
に
支
障
な
く
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

医
療
保
障
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
定
年
退
職
前

に
し
て
お
い
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

新
た
に
終
身
タ
イ
プ
の
医
療
保
険
に
加
入
す
る
場

合
、
退
職
し
て
無
職
に
な
る
と
入
院
日
額
の
上
限

額
が
低
く
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
う
え
に
、
年

齢
が
あ
が
る
ほ
ど
毎
月
の
保
険
料
負
担
が
高
く
な

る
・
健
康
上
の
問
題
が
生
じ
る
と
無
条
件
で
は
加

入
で
き
な
い
、
な
ど
の
状
況
が
生
じ
や
す
く
な
る

か
ら
で
す
。

具
体
例
を
あ
げ
る
と
、「
貯
蓄
性
が
高
い
保
険
」

は
見
極
め
て
大
切
に
残
し
た
う
え
で
、
定
期
付
き

終
身
保
険
の
「
定
期
保
険
」
の
部
分
の
み
解
約

し
て
、
保
険
料
が
減
っ
た
範
囲
内
で
、
夫
婦
と
も

に
日
額
五
〇
〇
〇
円
以
上
の
「
終
身
医
療
保
険
」

に
終
身
払
い
で
加
入
し
て
お
く
、
と
い
う
の
が
定

年
退
職
前
の
典
型
的
な
見
直
し
パ
タ
ー
ン
の
一
つ

で
す
。

定
年
退
職
後
の
住
ま
い

定
年
退
職
後
か
ら
六
〇
歳
代
に
か
け
て
、
住
ま

い
に
は
ど
ん
な
変
化
が
生
じ
る
で
し
ょ
う
か
？

（
１
）
持
ち
家
が
な
い
場
合

ま
ず
、
官
舎
等
に
住
ん
で
い
た
方
は
、
新
た
に

住
宅
の
賃
貸
ま
た
は
購
入
を
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。
賃
貸
す
べ
き
か
購
入
す
べ
き
か
の
判
断
基
準

は
「
そ
こ
に
長
く
住
め
る
か
ど
う
か
」
に
な
り
ま

す
が
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
場
所
に
住
む
な
ら

ま
ず
賃
貸
で
一
～
二
年
は
生
活
し
て
み
る
の
が
妥

当
な
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
「
こ
れ
か
ら
一
〇
年
以
上
そ
の
場
所
に
住

み
続
け
る
可
能
性
が
高
い
」
と
思
え
る
場
合
は
、

今
後
一
〇
年
間
の
家
賃
を
計
算
し
た
う
え
で
、
購

入
も
検
討
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

【
賃
貸
の
場
合
】

　

月
一
〇
万
円
の
家
賃
で
住
み
続
け
た
場
合
、

一
〇
年
間
の
住
居
コ
ス
ト
は

　

一
〇
万
円
×
一
二
カ
月
×
一
〇
年
＝
一
二
〇

〇
万
円
（
＋
更
新
料
等
の
諸
費
用
）

【
購
入
の
場
合
】

　

退
職
金
も
活
用
し
て
二
〇
〇
〇
万
円
の
中
古

マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
、
一
〇
年
後
に
一
四
〇
〇
万

円
（
仲
介
手
数
料
等
の
差
引
後
）
で
売
却
し

た
場
合
、
一
〇
年
間
の
住
居
コ
ス
ト
は

　

二
〇
〇
〇
万
円

−

一
四
〇
〇
万
円
＝
六
〇

〇
万
円
（
＋
所
有
期
間
の
管
理
費
等
）

と
い
う
よ
う
に
、
た
と
え
売
却
損
が
生
じ
た
と
し

て
も
、
賃
貸
よ
り
も
住
居
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

（
２
）
持
ち
家
が
あ
る
場
合

持
ち
家
が
あ
る
方
の
場
合
、
ま
ず
悩
む
ポ
イ
ン

ト
は
「
退
職
金
で
住
宅
ロ
ー
ン
を
完
済
す
べ
き
か
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
二
つ
の
点
が
ク
リ
ア
さ
れ

れ
ば
繰
上
げ
返
済
し
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
め
は
「
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
よ
り
も
高
い

リ
タ
ー
ン
が
期
待
で
き
る
運
用
方
法
は
な
い
」
と

思
え
る
こ
と
。
二
つ
め
は
「
一
〇
年
以
内
に
貯
蓄

を
取
り
崩
す
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
上
の
問
題
は

な
い
」
と
思
え
る
こ
と
。

こ
の
二
つ
が
Ｏ
Ｋ
な
ら
、
退
職
金
を
用
い
て
住

宅
ロ
ー
ン
を
繰
上
げ
返
済
し
て
も
後
悔
す
る
可
能

性
は
低
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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ま
た
、
六
〇
歳
代
の
間
に
子
供
が
独
立
し
て
夫

婦
二
人
で
住
む
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
応
じ
て
住
み
替
え
を
検
討
す
る

選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
広
さ
よ
り

も
利
便
性
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
「
郊
外

の
戸
建
て
を
売
却
し
て
、
都
内
の
中
古
マ
ン
シ
ョ

ン
を
購
入
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
有

力
な
選
択
肢
に
な
り
ま
す
。

定
年
退
職
後
の
資
産
管
理

六
〇
歳
代
の
金
融
資
産
の
管
理
・
運
用
は
、
ど

の
よ
う
な
点
に
留
意
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？

後
戻
り
が
で
き
な
い
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
年
齢
は
「
六

五
歳
」
で
す
。

六
五
歳
か
ら
は
年
金
収
入
だ
け
の
生
活
に
突
入

す
る
、
と
仮
定
し
た
収
支
を
見
積
っ
て

（
１
）
六
五
歳
以
降
、
毎
年
ど
の
く
ら
い
の
水

準
の
貯
蓄
取
り
崩
し
が
必
要
か

（
２
）
六
五
歳
の
時
点
で
、
ど
の
く
ら
い
の
貯

蓄
残
高
が
残
っ
て
い
る
か

（
３
）
も
し
八
〇
歳
、
九
〇
歳
…
と
長
生
き
す

る
と
、
貯
蓄
が
底
を
つ
く
可
能
性
が
あ
る
か

の
三
つ
を
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
ス
タ

ー
ト
地
点
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
「
長
生
き
す
る
と
お
金
が
足
り
な
く
な

る
か
も
知
れ
な
い
…
」
と
思
っ
た
方
は
、
定
年
退

職
前
に
は
六
〇
歳
以
降
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を

一
つ
作
成
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

六
〇
歳
代
後
半
に
気
が
つ
く
と
手
遅
れ
…
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
六
〇
歳
の
時
点
で
将
来

の
お
金
の
不
安
に
気
付
い
た
な
ら
、

・（
六
五
歳
ま
で
働
い
て
）
収
入
を
増
や
す

・（
毎
月
・
毎
年
の
予
算
を
き
ち
ん
と
設
定
し
て
）

過
剰
な
支
出
を
抑
え
る

・
金
融
資
産
全
体
の
期
待
利
回
り
を
（
年
一
％
で

も
い
い
の
で
）
高
め
る

と
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
安
心
感
の
あ
る
六
五
歳
を
迎
え
ら
れ

る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

な
お
、
金
融
資
産
全
体
の
期
待
利
回
り
を
高
め

る
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
性
資
産
（
国

内
外
の
株
式
や
外
国
債
券
な
ど
）
へ
の
配
分
割
合

は
三
〇
％
以
内
に
抑
え
て
お
く
の
が
妥
当
な
ラ
イ

ン
で
す
。

ま
た
、
年
金
生
活
に
入
っ
た
後
は
、
毎
月
分
配

型
の
投
信
を
活
用
し
た
、
生
活
設
計
に
合
わ
せ
た

資
産
管
理
も
検
討
す
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
毎
月
の
生
活
費
の
中
で
、
公
的

年
金
で
は
不
足
す
る
部
分
が
三
万
円
あ
る
と
し
た

ら
、
毎
月
ト
ー
タ
ル
三
万
円
の
分
配
金
が
受
け
取

れ
る
よ
う
に
複
数
の
投
資
信
託
を
購
入
し
ま
す
。

例
え
ば
、
分
配
金
利
回
り
が
平
均
六
％
の
投
資
信

託
（
現
在
は
、
そ
れ
以
上
の
水
準
の
商
品
も
多
い
）

な
ら
、
六
〇
〇
万
円
相
当
を
保
有
す
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
。

こ
れ
を
実
行
し
た
場
合
、
保
有
す
る
投
資
信
託

の
元
本
は
常
に
変
動
し
ま
す
。
し
か
し
、
毎
月
の

支
出
を
「
公
的
年
金
＋
分
配
金
」
の
範
囲
に
収
め

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
常
的
に
は
そ
の
他
の
貯

蓄
を
取
り
崩
す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
金

の
管
理
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
金
融
資
産
全

体
の
三
〇
％
以
上
を
リ
ス
ク
性
資
産
に
投
資
す
る

際
は
、
十
分
な
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

六
〇
歳
代
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表

今
回
は
、
世
帯
主
六
〇
歳
代
・
三
人
家
族
で
あ

る
佐
藤
家
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
を
図
１
に
用

意
し
ま
し
た
の
で
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

三
〇
歳
代
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
佐
藤
さ

ん
は
、順
調
に
住
宅
ロ
ー
ン
を
返
済
し
て
き
た
の
で
、

六
〇
歳
の
退
職
時
に
は
残
債
が
八
〇
〇
万
円
と
い

つ
で
も
返
せ
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
が
、
世
帯
主

が
万
一
の
場
合
に
は
団
体
信
用
生
命
保
険
で
完
済

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
変
動
金
利
で
も
低
金
利
が

続
い
て
い
る
間
は
焦
っ
て
完
済
し
な
く
て
も
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
女
が
二
八
歳
で
結
婚
。
夫
は
六
〇
歳
で
定
年

退
職
後
、
警
備
や
管
理
人
な
ど
六
〇
歳
代
前
半
で

も
勤
務
可
能
な
求
人
が
近
く
の
地
域
で
あ
っ
た
の

で
六
五
歳
ま
で
は
収
入
が
下
が
っ
て
も
働
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
妻
も
、
六
五
歳
ま
で
は
無
理
の
な
い
範

囲
で
パ
ー
ト
勤
務
を
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
六
五
歳
の
と
き
、
金
融
資
産
か

ら
住
宅
ロ
ー
ン
の
残
債
を
引
い
た
金
額
は
二
七
九

五
万
円
あ
る
一
方
で
、
ま
と
ま
っ
た
支
出
が
な
い

年
の
基
本
的
な
収
支
（
三
〇
〇
万
円
前
後
）
は
お

よ
そ
バ
ラ
ン
ス
す
る
こ
と
が
見
え
た
の
で
、
安
心
で

き
ま
し
た
。
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図1　60歳代のキャッシュフロー表
経過年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
西暦 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

年
齢

世帯主 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71
配偶者 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69
長女 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

収
入

世帯主収入 644 240 240 240 240 240
配偶者収入 101 102 103 104 106 107 108 110
世帯主年金 69 121 121 122 163 205 206 207 208 209 210 211
配偶者年金 82 83 83 84 84
退職金 2,000

収入計 745 2,411 464 465 468 510 313 316 289 291 292 294 295

支
出

生活費 216 218 220 223 225 227 229 232 234 236 239 241 243
住宅費 17 17 17 17 17 17 18 18 18 18 18 18 18
ローン返済 98 98 98 98 98 98 98 98 98 98 98
保険料 24 24 24 24 24 24 24
子供関連費
税・社保 136 38 46 46 47 53 23 19 22 22 23 23 23
その他 30 30 71 30 31 31 72 186 31 31 74 32 32

支出計 521 425 476 438 442 450 464 553 403 405 452 314 316
年間収支 224 1,986 −12 27 26 60 −151 −237 −114 −114 −160 −20 −21
金融資産残高合計 1,234 3,220 3,208 3,235 3,261 3,321 3,170 2,933 2,819 2,705 2,545 2,525 2,504
住宅ローン残高合計 −884 −803 −721 −637 −551 −464 −375 −284 −191 −97

主なイベント

国
内
旅
行
等

夫
部
分
年
金
開
始

夫
定
年
退
職
・
再
就
職

海
外
旅
行

孫
誕
生

夫
老
齢
年
金
開
始

海
外
旅
行

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

妻
老
齢
年
金
開
始

海
外
旅
行

こ
の
状
態
な
ら
、
た
と
え
夫
婦
と
も
九
〇
歳
ま

で
生
き
た
と
し
て
も
、
貯
蓄
残
高
は
底
を
つ
く
こ
と

が
な
く
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
す
し
、
実
際
に
は
あ
と
年
五
〇
～
一
〇
〇
万

円
は
多
め
に
お
金
を
使
っ
て
も
大
丈
夫
そ
う
で
す
。

あ
な
た
が
心
か
ら
望
む
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
は
？

私
が
執
筆
さ
せ
て
頂
い
た
「
世
代
別
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
講
座
」
は
、
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
た
か
？　

お
読
み
頂
い
た
方
に
は
、
一

つ
で
も
役
立
つ
知
識
や
知
恵
を
得
て
頂
け
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。

過
去
一
〇
年
で
、
私
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
二
〇
歳
代
か
ら
七
〇
歳
代
ま
で
数

百
名
の
お
客
様
の
相
談
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
か
ら
強
く
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
人
生
に
お
け
る
お
金
の

多
少
と
幸
福
度
の
高
低
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
比

例
す
る
が
、
一
定
水
準
を
超
え
る
と
比
例
し
な
い
」

と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
自
分
が
心
か
ら
望
む
生
き

方
を
真
剣
に
考
え
て
追
求
し
て
い
る
人
は
、
十
人

十
色
の
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
し
た
。

「
あ
な
た
が
心
か
ら
望
む
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
は
？
」

も
し
、
今
後
の
人
生
と
お
金
に
関
し
て
不
安
が

生
じ
た
り
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
の
質

問
に
対
す
る
答
え
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
し
て
、
今
日

か
ら
で
き
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
望
む
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
実
現
を
、
心
よ
り

応
援
し
て
い
ま
す
。
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